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Ｖ．特記事項 

 

1．「進路研究演習（C ナビ）」 

平成 15(2003）年度からの本学のキャリア教育の中心は「進路研究演習（C ナビ）」で

ある。この「進路研究演習（C ナビ）」は、1 年次から 4 年次までを持ち上がりで同一の教

員が担当する少人数の演習形式での必修科目である。ここでは、自己のキャリアを形成し

ていくために必要な知識、情報、意欲そして態度を育成することを目的に、①社会観・職

業観の醸成、②キャリア設計能力の育成、③職業能力の養成を目指している。そのため、

単なる就職指導にとどまらず、自己実現のための能力や知識の主体的獲得を促すことで学

業目的を明確なものにし、学生生活自体の活性化を図るために、ガイダンス・講演や各種

試験だけではなく、自己分析、フィールドワーク、プレゼンテーション、グループワーク、

グループディスカッション等のアクティブラーニングを積極的に取り入れている 。 

 

2．アグロポリス 

本学の社会科学研究所では、宮崎県の基幹産業である農業を起点とした機能的な地域創

生を目指す「アグロポリス」を推進している。その一環として、平成 28(2016)年より選

抜学生を「遣欧青年使節団」としてオランダをはじめとした欧州への研究視察に派遣し、

帰国後にはシンポジウムを開催している。シンポジウムにおいて、選抜学生は研究視察の

報告をするだけではなく、国内外の専門家とともにパネルディスカッションに登壇し、見

聞を交えた自身の考えを積極的に発信している。また、シンポジウムでは、学生・高校生

の他、ワーゲニンゲン大学シニアリサーチャー、オランダ大使館農務参事官、駐日欧州連

合代表部書記官をはじめとした農業に精通する専門家を招聘し、国際的な視座から宮崎県

の農業経営について議論を交わしている。なお、令和 4(2022)年度よりプロジェクトを「デ

ジタル・アグロポリス」と改めて推進する。 

 

3．郷土ゆかりの人物を学ぶシンポジウム 

本学の社会科学研究所では、建学の精神及び使命・目的に基づき、大学内外に向けた特

色のある学びの場を提供する取組みを行っている。その一環として、令和 2(2020)年度及

び令和 3(2021)年度は、宮崎県にゆかりのある人物に焦点をあて、学生及び高校生が教員

指導の下で行った調査研究成果を発表するとともに、その功績について理解を深めること

を目的としたシンポジウムを開催した。令和 2(2020)年度は、西南戦争との関係で宮崎県

との関係が深い西郷隆盛を取り上げ、「西郷隆盛と宮崎県」をテーマに西郷隆盛の直系子孫

である西郷隆夫氏を交えたシンポジウムを開催した。さらに、令和 3(2021)年度は、高鍋

藩・秋月家出身で米沢藩主となった上杉鷹山を取り上げ、「上杉鷹山公のリーダーシップ」

をテーマに高鍋町長の黒木敏之氏、前米沢市長の安部三十郎氏を交えたシンポジウムを開

催した。 

 

 

 

 


